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 ［特集］ 人工頭脳プロジェクト「ロボットは東大に入れるか。」 That's Collaboration 2

新井　先日、東北大学にいる知り合いから、

「工学部の学生に将来かかわってみたいプロ

ジェクトを尋ねたところ、『東ロボ』を挙げた

学生が複数いた」と聞きました。自然言語処理

や数学を専攻する学生でなくても、広く関心

をもってくれているようです。本日は、この

プロジェクトについて若い世代の意見を聞い

てみたいと思います。お二人が「東ロボ」を最

初に知ったきっかけは、どのようなものでし

たか。

松村　私は東大で新聞サークルに所属してお

り、大学からのニュースリリースで知りまし

たが、実はそのときは特別な興味を抱きません

でした。新井先生については、2011年に数学

の雑誌に掲載されていたインタビューを読み、

理数系の課題を言語化するという考え方が自

分の興味ととても近いと感じ、印象に残って

いました。それでこの春、東大新聞で新井先

生に取材させていただき、改めてこのプロジェ

クトについてお聞きして、その面白さに気づ

いたところです。

小松　僕はプロジェクトが立ち上がった当初、

テレビや新聞のニュース、「NHKスペシャル」

で見て、すごいな、こういう世界があるんだ、

と驚きました。今は高2ですが、中1でプロ

グラミングを始め、中3から人工知能研究に

興味をもって自然言語処理に取り組んでいた

ので、「東ロボ」にも参加できるならしたい

なぁ、と。実は自然言語処理を始めて1カ月

経ったとき、言語処理学会に参加したかった

のですが、親に反対されたんです（笑）。でも、

自分で勉強を続けて翌年は参加し、その流れ

で「東ロボ」にもかかわらせていただいていま

す。

新井　現在はプログラミングに必要な計算パ

ワーやデータ、モジュール等がオープンソー

スで入手できる環境があり、やろうと思えば

誰でも始められるわけです。だから、小松さん

のような高校生がいても不思議はありません。

Web時代ならではですね。

——松村さんは昨年、東大を受験したばかりで

すが、ロボットは東大に受かると思いますか。

松村　受かると思います。国語はわかりません

が、数学はパターンを理解してしまえば、そ

れほど難しいものではありませんから。

——小松さんは、プロジェクトに参加している

立場からどう思いますか。

小松　プロジェクトに参加したのは自分のテ

ストの点も上がるのではないかと思ったこと

で迷っていますが、物理の場合、モデリング

をして問題に対するおおよその答えを出して

いくのに対し、数学は目の前の問いに、その

場で完全な答えを出せる。そこにとても魅力

を感じています。

新井　それが数学ならではの“格好よさ”です

ね。私は「東ロボ」をリスクヘッジプロジェク

トと呼んでいます。人間の学習能力にあたる

機能を人工知能にもたせようとするとき、デー

タ量に対して対数的にしか精度が向上しない

ため、精度向上のためにはビッグデータが必

要となります。しかし、日本国内の学術機関

だけで必要なビッグデータを集めるのは難し

い。ですから、スモールデータで精度を上げ

られる方向性の研究をしておく必要があるの

です。入試データは過去20年分を集めても、

とても小さなデータ量です。スモールデータ

から精度よく推論する研究は、世界の潮流か

らは外れますが、非常に重要ですし、“格好が

よい”ものです。これをぜひ、若い人たちに経

験してほしいですね。

松村　人工知能の研究で人間の脳そのものが

つくれるわけではありませんが、100年後に

はどうなっているのか、果たして人間の知能

を超えてしまっているのか、とても気になり

ます。

新井　人工知能研究が進むことで、人間の本

質がよりはっきりしてくるでしょう。私はこ

のプロジェクトに、かつての挫折を知らない

世代に新鮮な気持ちで取り組んでもらいたい

と思っています。オープンプラットフォーム

なので、誰でも参加できます。小松さんも取

り組むために入試問題をダウンロードしたの

ですよね。

小松　はい、これから何にどう取り組むか考

えているところです。情報検索など、科目に

限らず使えるプログラムを改善していきたい

です。

新井　ともにチャレンジしていきましょう。

（取材・文＝桜井裕子）

の問題は哲学を離れ、工学分野の問題として

捉える枠組みができました。そこから人工知

能研究が進んだのですが、1980 年代にやや

大きな挫折がありました。当時はまだ計算力

が弱く、データもなく、環境が十分に整備さ

れていなかったのですね。それで課題が細分

化されていきましたが、この問題はおそらく、

30年に1回統合し、その時代の技術でやれる

ところまでやり、次の時代につないでいくべ

きものだと思います。ここで一度、統合して

考え、できることとできないことを洗い出す。

できなかったことは、30年後まで寝かせてお

けばよいのです。

小松　人工知能の面白さは、それをつくるこ

とで人間がわかること。人間にとっては本当

に簡単な問題でも、それについてどう思考し

ているのかはまだわかっていません。僕は神

経科学や認知科学も勉強しているのですが、

人工知能をつくることで、それらの分野につ

いても解明できたらと思っています。失敗し

ても、それを教訓に先に進めるのもいいです

ね。

松村　それに、もしセンター試験が突破でき

れば、人工知能のキャパシティが向上してい

ることの証明にもなりますよね。それは多様

な分野に応用でき、社会に成果を還元してい

くことにつながるのではないかと期待してい

ます。

松村　私は将来、数学に進むか物理に進むか

もあるのですが、少なくとも、自分の受験勉

強の役には立っていません（笑）。2016年の

センター試験における東ロボの目標達成は科

目によると思います。国語などは解く筋道を

考えるのも難しいので。

新井　確かにどの科目をとっても課題山積で

すが、「できる」と思うことが大切だと思うん

ですよ。たぶんこれだけの人数の研究者が「今

回はできるんじゃないか」と思ったということ

は、できる条件が整ってきつつあるというこ

とだと思いますから。

——「東ロボ」のどういう点に興味がありますか。

松村　人工知能研究は、「人が考えるとはどう

いうことか」という問いを数理的に言語化する

活動ですよね。そこが面白いと思います。

新井　人間の知的活動のどこが機械化可能で

あるかは、デカルトやホッブズの時代から哲

学的に捉えられてきた問題です。チューリン

グが計算機の理論をつくった20世紀前半、こ

若い世代が語る
東ロボプロジェクトへの期待
AI研究の挫折を知らない若い世代の研究者の卵たちは、「東ロボ」プロジェクトをどのように受け止めているのだろうか。昨年、東大受
験を突破した松村さんと、高校生ながら「東ロボ」に参加している小松さんを迎え、客観的な立場から、そして実際に携わっている立
場から、それぞれプロジェクトについて興味を抱いている点と、将来への期待を聞いた。
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